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工期短縮を図った狭小斜面で
の FCB工法による道路土工
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1．はじめに

本報告は，片切り片盛りで狭小斜面上に構築する道路
土工を，FCB工法（気泡混合軽量盛土）で設計・施工を
行い，工期短縮を図った事例である．

2．工事概要

全体事業は，一般廃棄物処理施設である新清掃工場及
び新破砕処理センターを設計・建設，及び運営・維持管
理まで行う SPC（特別目的会社）を設立して，BTO方式
により PFI事業を実施するものである．PFI事業のうち
本工事は，造成盤及びアプローチ道路を共同企業体で建
設するものである．このうち，管理道路工を含む造成工
事は設計施工である．
工 事 名　浜松市新清掃工場
 　造成及びアプローチ道路工事
発 注 者　（株）浜松クリーンシステム
工事場所　静岡県浜松市天竜区青谷地内
工　　期　平成 30年 2月 27日～令和 6年 3月 31日
工事内容　伐採工：155,800 m2，造成掘削工：494,000 m3

造成盛土工：556,000 m3，のり面工：30,900 m2

調整池堰堤工：2箇所，管理道路工：3路線
アプローチ道路工：1式（延長 1,198 m）

3．計画課題と工法選定

FCB工法を採用した管理道路は，新清掃工場供用後に
市道と新清掃工場造成盤を連絡する，緊急時の代替道路
である．供用前の造成工事中は，造成エリアにアクセス
するための工事用道路としても使用する計画であり，管
理道路が完成しないと造成盤の土工に着手できず，工程
上クリティカルかつ工期短縮が必要な工種であった．
対象となる管理道路は片切り片盛りで計画され（図―
1），延長 182 m，道路縦断勾配 10～12％（高低差 18.6 m），
平面曲線 4箇所（R＝15～60 m）であり，盛土区間の擁
壁高さは 5 m程度である．道路線形，地質条件等を踏ま
え，コンクリート擁壁は不向きとし，補強土壁と FCB工
法の比較検討を行った（表―1）．
検討の結果，FCB工法が補強土壁より経済的かつ工期
も優位性があり，採用に至った．補強土壁は掘削土を一
度パイロット道路経由で造成盤に仮置きした後，埋戻し
に再度搬入する必要がある現場条件を比較検討に反映し
ている．
擁壁延長 182 mでの FCB工法の数量は 1,617 m3であ
る．
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表―1　擁壁工比較選定表

図―1　標準断面図

西日本（支）浜松天竜土木（工）
西日本（支）浜松天竜土木（工）（現：中部支店土木部土木工事課）
土木設計部設計一課
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4．FCB工法の施工

⑴　プラントの設置
気泡混合軽量土の専用プラントの設置面積は 100 m2

で，隣接する調整池構築用の作業構台で確保した．作業
構台上のプラントから施工箇所まで最大 300 m圧送し
た．

⑵　施工フロー
施工フローを図―2に示す．

図―2　施工フロー図

①鋼製支柱建込み・壁面材設置
基礎掘削を行った後，鋼製支柱を建て込み，コンクリ

ート基礎工を施工する．鋼製支柱の鉛直性が重要であり，
鋼製支柱間に壁面材を設置する（写真―1）．

写真―1　壁面材の設置

②防水シート敷設
地山との境界に保護マット（不織布 t＝10 mm）を，保

護マット上に防水シート（PCV t＝1.0 mm）を敷設する
ことで，気泡混合軽量土への地下水の浸入を遮断する．地
下水遮断は，気泡混合軽量土の品質管理上重要であり，防
水シートの圧着状況を管理した（写真―2）．

③気泡混合軽量土打設・金網設置
本工事の気泡混合軽量土は，路床・路体強度より，一
軸圧縮強度 quk＝500 kN/m2の「K0-5」である（表―2）．
1層の打設厚さは 50～100 cmである．また，鉛直・水平
方向の打継部には溶接金網（φ3.2×100×100）を敷設す
る（写真―3）．

表―2　気泡混合軽量土　配合表

写真―3　溶接金網設置状況

⑶　横断管の仕様
雨水排水の道路横断管としてφ300 mmを FCB工盛
土内に設置するが，気泡混合軽量土の硬化熱が 80℃以上
のため，管種選定で硬化熱対策が課題となった．
硬化熱に対し，埋設管を砕石で巻き上げ，防護するこ
とも考えられたが，φ300の高耐圧型の高密度ポリエチ
レン管（材料の耐熱 90℃程度）を直に埋設する設計とし
た．施工後の目視確認の結果，問題は生じていない．

5．おわりに

現場条件を適切に評価し，比較検討の上，FCB工法を
採用した．FCB工法は工期短縮が図れ．総合的に有利な
工法である．本報告が，今後の類似計画の参考になれば
幸いである．

写真―2　防水シート圧着状況




